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06．	80 歳以上の高齢者に対する当院の LCAP治療における検討
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【背景・目的】当院で LCAP を施行した患者と、過去に旭化成メディカル株式会社が実施した大

規模使用成績調査の年齢分布を比較したところ、当院では 80 歳以上が多くみられた為、治療後の

症状や内視鏡所見、血液データとの関係性を振り返り、LCAP 前後での経過を調べたので報告す

る。

【対象】LCAP を施行した 80 歳以上の 5 症例について、LCAP 前後での白血球数、炎症所見、排

便回数、内視鏡所見、内服薬を調べた。

【結果】5 症例のうち WBC は 4 症例で低下、CRP・排便回数は 5 症例で低下した。LCAP 後に内

視鏡検査を行った 3 症例のうち改善を認めたのは 2 症例であった。LCAP と内服薬を併用してい

たのは 4 症例であった。

【考察】血液データと排便回数は低下を認めていたが、内視鏡所見では改善を認めない症例があっ

た為、血液データや排便回数などの患者所見を総合して考えていくことが重要である。また、

WBC が低値な為、免疫抑制剤が使用できず LCAP が治療として検討される症例があり、今後高

齢化が進む中で高齢者の潰瘍性大腸炎に対する LCAP の重要性があると考えられた。

【結語】当院における 80 歳以上の高齢者に対する LCAP 治療を振り返り報告した。
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